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１
月
８
日
、
東
京
都
は
、
豊
洲
の
土

壌
汚
染
対
策
工
事
が
当
初
の
見
通
し
よ

り
長
引
く
た
め
、
14
年
度
中
と
し
て
き

た
市
場
施
設
の
竣
工
時
期
を
１
年
延
伸

し
、
15
年
度
と
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

豊
洲
で
は
、
08
年
に
国
の
環
境
基
準

の
４
万
３
千
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン
が
検
出
さ

れ
る
な
ど
様
々
な
有
害
物
質
が
見
つ
か

り
、
11
～
12
年
度
に
５
８
６
億
円
か
け

て
対
策
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
秋
、
地
下
13
ｍ

な
ど
深
い
と
こ
ろ
に
も
汚
染
物
質
が
見

つ
か
り
、
浄
化
す
る
土
の
量
が
予
測
さ

れ
た
約
30
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
４

割
増
え
る
た
め
、
土
壌
の
入
れ
替
え
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
地
中

に
埋
ま
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
等

を
除
去
す
る
た
め
、
今
年
３
月
に
終
え

る
の
は
難
し
い
と
の
判
断
に
至
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
工
期
の
延
長
に
伴
い
、
都
は

新
年
度
予
算
に
追
加
の
対
策
費
を
盛
り

込
ま
ざ
る
を
え
ず
、
今
年
度
に
発
注
す

る
予
定
だ
っ
た
新
市
場
の
施
設
の
工
事

に
つ
い
て
も
、
新
年
度
に
延
期
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

築
地
市
場
「
移
転
」
に
、
ど
れ
だ
け

税
金
を
投
入
す
る
つ
も
り
な
の
で
し
ょ

う
か
。
豊
洲
新
市
場
建
設
に
、
莫
大
な

税
金
と
無
駄
な
時
間
を
使
う
の
で
は
な

く
、
き
っ
ぱ
り
と
「
現
在
地
再
整
備
」

を
決
断
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新たにベンゼンが見つかった箇所は、都

がこれまで「水を通さないので汚染がそれ

以上深く広がらない」としてきた地層の内

部でした。専門家からは「都の汚染処理策

の前提が崩れた」との批判があがっていま

す。汚染の広がりは全域にわたっているは

ずで、完全浄化は不可能に近いでしょう。

むき出しになったコンクリート杭の一部。

東京ガス工場建物の基礎杭が地中に１万８

千本も埋まっています。コンクリートの除

去により有害物質が拡散されるのは必至で、

さらに汚染対策をしなければならないとい

う悪循環に陥る可能性も否定できません。



ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

１
月
４
日
、
今
年
も
中
央
区
賀
詞
交
歓

会
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
が
昨
年
よ
り
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

経
費
は
９
２
５
万
円
（
予
算
）
で
、
参

加
者
一
人
当
た
り
約
８
千
円
と
な
り
、
23

区
の
中
で
も
た
い
へ
ん
豪
華
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国会議員（自民）の挨拶の時は、自民党の後援会集会のようで違和感も。

コンパニオンによるウイスキーのサービスも。 会場の中心２カ所ある食べ物コーナーには人が集中。

にぎり寿司、そば、おでん、天ぷらなどの屋台も大繁盛。12
月
10
日
、
「
東
京
公
害
患

者
と
家
族
の
会
」
と
「
臨
海
部

問
題
・
中
央
区
の
会
」
は
、
区

役
所
を
訪
れ
、
道
路
・
街
路
樹

対
策
や
公
害
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
環
境
土
木
部
長
、
水
と
み

ど
り
の
課
長
（
写
真
手
前
）
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
鶴
見
祐
策
弁
護
士

は
区
の
取
り
組
み
を
評
価
し
つ

つ
、
引
き
続
き
懇
談
を
重
ね
た

い
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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